
アフカニスタン山の学校だより 翼 ・ばあ―る 第 20号 発 行 :アフガニスタン 山の学校支援の会 発 行日i2011年 5月29日

アフガエスタン山の学校だより20暑

【東京】10月 1日(土):武蔵野芸能劇場

【大阪】10月8日(土):高槻現代■ll場

詳細につきましては、別途改めてこ案内いたします。

皆様のこ参加、お待ちしております。
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３
月
１１
日
の
束
―‥―
本
大
長
災
の
発
生
か
ら
２
ヶ
月
が

経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

い
ま
だ
に
、

あ
の
日

の
こ
と
を
思
う
と
言
共
が
問
て
き
ま
せ
ん
。

ヂ
」
家
族
を
亡

く
さ
れ
た
方
、

家
を
流
さ
れ
架
き
上
げ
た
も
の
を
無
く
さ

れ
た
方
々
に
、

心
よ
り
の
お
児
舛
い
を
中
し
上
げ
ま
す
。

使
災
高
後
、

「カ
ン
グ

ハ
ー
ル
市
（
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
南

部
）
が
『今
ま
で
の
支
援
に
感
謝
し
て
』
と
４
０
０
万
円
の

義
援
金
を
送

っ
て
き
た
」
と
の
新
聞
記
事
を
見
つ
け
ま
し

た
。

続
い
て
、

ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
政
府
か
ら
多
額
の
寄
付

が
用
い
た
と
の
記
事
も
あ
り
ま
し
た
。

記
事
は
小
さ
な
も

の
で
し
た
が
、

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

カ
ブ
ー
ル
か
ら

は
安
井
さ
ん
は
じ
め
、

ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
古
く
か
ら
の

友
人
か
ら
、

お
兄
舛
い
の
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た

く
さ
ん
の
人
々
が
日
本
と
、

そ
こ
に
住
む
皆
様
の
こ
と
を

策
じ
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
号
で
、

み
な
さ
ま
に
お
願
い
し
て
い
た
「サ
フ
ダ
ル

述
児
育
英
共
金
」
の
そ
の
後
に
つ
い
て
で
す
が
、

わ
ず
か

の
川
――１１
に
、

大
勢
の
方
か
ら
、

多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
ど
も
の
期
待
を
上
回
る
金
額

に
階
き
、

そ
し
て
安
％
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が

Ｌ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

持
様
の
品
か
い
お
気
持
ち
を
現
地

に
用
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、

今
年
度
の
公
式
訪
問

は
本

の
予
定
で
し
た
が
、

使
災
の
発
生
、

そ
の
他
諸
事
情

に
よ
り
、

８
月
ま
た
は
９
月
に
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、

〈
ム
報
の
発
行
も
予
定
よ
り
上
ヶ
月
ほ
ど

遅
れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
併
せ
て
お
許
し
く
だ
さ
い
。

現

在
、

サ
フ
ダ
ル
の
家
族
に
は
、

い
ま
ま
で
の
給
与
支
援
金

を
届
け
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
、

ど
の
よ
う
な
形
が
い
い

の
か
を
現
地
で
家
族
を
交
え
、

よ
く
話
し
合
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

夏
の
訪
問
で
は
、

山
の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
、

復
興

に
取
り
組
む
日
本
の
姿
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
と
念
じ
て
お

り
ま
す
。

３
１１年５月１０日ふ

ハ
半
紙



ソマイ 10)お さ`さん″、
|クツに八 )((( )わ十中

寒いのか、こたつに入ったお父さ
んをソマイエがljFRった一枚。クリー

ンの日を[′ているソマイエによく
似ていますねィ)象の壁は白く塗られ
そこにOTを打ち、衣類をかける…

よく見る光景です コタツカバー

は赤。みんなか好きなサクロの色
で すね。はる時には、このカバーが
布団に早変わ りします1

L 崎
比 卜

,

州‖t!イ!〔 10)あたりのはけ村:狸▲イi,こ14地多 tノ

牛を使っての料|し作業口や っとヨか浴けて、これか
ら千工をまくところなのてしょう。1最初は小安を1直え
その収桂のあとに トウモ「lコンという順林かあt)

ます。それでも、畑にできる土地か少なく、収性は
足りないのてあとは町て買います。

ソマイニどの白とμ
ソマイエの住tド集落を撮 〕た写真ぃ下から仰ざ見る
と、まるで、テベットの家のよ うですれリアジアから
中央アシアにかけて、シルクロー ドー朴で児られる
1土壁の家 |です。地腱て崩れるの t)早い|りれど す
く自力で建て直すこともできます。

バ リ
f:)ッ

ク と,ある求のよのハンシール川
象の実を流れるハンシール川を脱った写士せ(Jれ 学
校の構を流れるポーランテ川はハンシ ル 川にナLド、
カブール川よ合流Ⅲ最後はインクス河にな )て、イン

ド洋に流れまコⅢ川辺て泳 しいたitみは じなか ら、おA
を飲んだ り、食有をするのがハンシ ル の人々のh'ドう
の!i沢なのでコぃ

ツ !グソンの妹、十 1ヽ 1 :な1拘い て!

トウサギ在持 った_妹を撮影 Jる なさんン、f‐1奇( ムゝノなさ
らにシ ]フ フ /先 竹がh支形 し (い る 枚 高いう十にレ|
よれたヽの中 (、t =スクな助4勿も1司われ い るヽのな知 )
てび っくりしフよ[ノたⅢて,い えば、カソ ール (i t ) 1功物に
は大人気 でtた みんな動物夕r卜/「ムノ̀ Jれ
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，ドキ　々ナ

高―い所に|ユんでいまり
ナイマが学校に迪う途中で、毎日、日にするベ
パル村のモハマドハーンさんの家ですね。ア
ンズの木がきれいに植えられ、煎Hもきれいに
手入れされていますね。山の学校の子どもた
ちの故奴Fそのもののような写真ですね。

ノマイエ

tやヽ

響

妹たちとお食事中
妹たちか食事しているところでしょ
うか。ルビア(豆)と白米の食事はアフ
ガニスタンではポピュラーな献立の
一つです。大きな皿に盛られた白飯を
スプーンを使ってみんなで食べてい
る光景がいいなあ。やっばり、たくさ
んで食べる食事が一番ですね。

神
'

シュワイフ

をみAクな で一(者に帰宅中
「(私の)カメラバ ックを

す寺ってあけるよ」とい

うので、持ってもらうと、
いつの問にか撮影 して
いるのがシュワイフ.
さ〕が愛弟子 (?)。あ

わいビンクの花をつけ
たア ンスの本の前で、

姉や同級生を撮る記念

撮影も構図が見事です |
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→
ンコワイブのお母さん
こたつに入ったシュワイフのお母さんυ
アフガニスタンでは、慣習として、女性は

異邦人に顔をあまり見せてはいけないので

私に顔を見せた ことはあ りませんが、家
族の前て見せるくつろいた表情が新鮮て

すね。

浮符箱辞符軍す′i
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お父さんとお姉ちゃんのシーラ、そして小さな弟た
ちと昼食を食べていた時に、ハチッ。ナンと紅茶た
けの質素な食事Ψボットからお茶を汲む弟のスポン
からのぞいたお尻がかわいい―.家族にしか掘れな
い節らない一枚がいいですね。

ン¬フ フ メ先 生

,
:=モ:|
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当会が発足してから今年で8年目。

会報「ばあ一る」も本号で20号 を迎えました。

今回は山の学校の所在地であるポーランデ村とその周辺の写真特集です。

山の学校の子どもたちにカメラを渡して、感じるままに撮影してもらいました。

そこにはまさに「そこに生きる人間」そのものの姿が・…。

生まれた時代や場所が違つても、「今」を大切にして精一杯生きている人たちが

かつこよく見えるのは、やつばり万国共通なんですね。

長倉代表の講評とともにお楽しみください。

ａ

豊
が

小さな兄弟を一輪車にのせて

(後ろは近所のゼケルラー)
一輪車 に乗 つて、記念撮影。カメラにすま
した感 じの女の子に交 じって、何と子羊ま
で。何ともいえない温かさと面白みのある
写真ですね。で しかも、それを押 している
のは、おな じみのゼケルラー(写真集や会
報に登場)なのが最高です。

うわあ、すごい泣き顔。顔の傷やシワがはっきり見
えるほどアップ撮影.グッと寄っているのがいいねぇs
感心 しました。後ろに積まれた石は玄関への登 り口
ですねDそれにしても派手に泣いているね。よっばど、
カメラが怖かったのかなぁり

学校の前で、ロパ追い ?

学校が終わ った放課後。ロバの放牧を して
いた男の子。ロハが言 うことを聞かず、女の
子が応援を頼んだところみたいですね。手
前からロハを追 うオクラの背中が由がった
姿がユーモラス。向こうのコンテナは2、3年

用の教室ですね。

ヤシン先生の弟、アフバルと子供たち

ヤシン先生のイケメンの弟アフバルと先生の子どもたち。家の裏手で撮った写真です
ね。後ろの木はクルミかな ?実 をとるためかハシゴがか|ナられていますね。アフバル
は運転手で、ジャララバー ドで大怪我をしたのですが、やっと歩き、運転出来るくらい
に回復 したので、良かったですね。爽やかな笑顔が素敵です。

■f子Ⅲ多事ド謂聾好喬軽)
4    油 缶を再利用 して作 ったカマ ドで、こ飯を

炊くところですね。ヤシン先生の息子が吹
きこぼれないように見ているので しょうか。

串

押

く

母

ｉ

一学
↓

ヤシン先生

近所に住むクラムディーン(6年生)
台所でしょうか。後ろの ドラム行の上に乗っ
ているのは、旧ソ連軍の弾楽箱っ角に金具を
つけて、立派な物入れにしているのかすごい。
弾薬箱をばらして作られたドアもあったなあ.
クラムディン君は台所で何してのかな?お
だやかで、いい表情です。

山はアーモン ドの

花ざかり
山の下に広がる緑の木々

かいいなあ。芽を出し始
めた木々をいい感 じて
配置 しています 1そびえ
る山も立派ですね。子ど
もたちの 目に映る「ボー

ランテJという素敵な一

枚に拍手です。

ニギナ(右)は山の学校の1年生

娘のエギナと息子を撮った一枚です。後ろには山の学校や下の町バザラッ
クに続 く道とヒンスークシの山並みが見えていますね。それにしても、
ニギナのおしゃまな感 じと、足を開いてどっしりと立った弟との対上しが
微笑ましいですね。

シャーミルザー先生

ドス トムAン マ ド先生(退職)と
A― ンミルザー先生

家を出て、学校に向かう先生たち。後ろのモス
クは建て られたばか り。この地域出身の方が

建設資金を寄付 してくれま した。出身地にイ
スラム寺院を寄付することは彼 らの誇 りです。
「故兜Fに錦を節る」ことにな ります。

泣く子は育つ



「
サ

フ
ダ

ル
校
長
遺

児
育
英

基
金
」
ヘ

の
ご
協
力
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！

「ば
あ
―
る
」
ｐ
号
で
サ
フ
ダ
ル
校
長
遺
児

へ
の
市
英
水
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

し
た
と
こ
ろ
会
員
は
じ
め
支
援
者
の
み
な

さ
ま
か
ら
温
か
い
お
志
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。

会
報
発
送
止
後
か
ら
、

そ
し
て
大
震
災
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

ア」
れ
ま
で
に
２
２
６
人

の
方
か
ら
１
８
５
万
７
５
９
５
円
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（５
月
門
日
現
在
）

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、

振
込
票
の
通
信
棚
に
は
「サ
フ
ダ
ル

校
長
先
生
は
私
と
同
じ
歳
で
亡
く
な
ら
れ

た
の
で
す
ね
。

お
悔
み
と
と
も
に
ご
家
族

の
子
せ
を
祈

っ
て
い
ま
す
ｉ
３８
歳
で
逝
か

れ
た
と
は
…
長
倉
さ
ん
の
ご
無
念
が
偲
ば

れ
ま
す
。

せ
め
て
お
子
さ
ん
た
ち
を
支
援

し
て
さ
し
あ
げ
て
く
だ
さ
い
二
私
も
透
析

忠
者
に
な
り
ま
し
た
が
、

ア」
の
た
び
命
を
　
・

救

っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
応
分
の
協
力
を
　
！

し
ま
す
」
等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
寄
せ
ら
れ
、
　
！

み
な
さ
ま
が
サ
フ
グ
ル
校
長
の
死
を
悼
み
、

・

遺
さ
れ
た
子
と
も
た
ち
の
行
く
末
を
家
族
　
一

の
よ
う
に
心
配
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
て
、

　
一

と
て
も
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

サ
フ
ダ
ル
　
一

校
長
も
天
国
で
き

っ
と
感
謝
し
て
い
る
の
　
一

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　
　
　
　
　
　
　
一

な
お
、
「育
英
基
金
」
は
公
式
訪
問
の
際
に
　
一

届
け
、

具
体
的
な
活
用
に

つ
き
ま
し
て
は
　
一

現
地
で
ご
家
族
と
も
話
し
合
い
、

帰
国
後
　
一

に
改
め
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
一

（比
留
川
　
征
子
）

３
月
２６
日
か
ら
の
３
日
間
、

千
葉
県
松

戸
市
の
英
会
話
教
室
で
ミ
ニ
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
ま
し
た
。

手
作
り
の
ス
タ
ン
ド
で

パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
り
、

ア
フ
ガ
ン
の
歴

史
や
場
所
、

生
活
の
様
子
な
ど
が
分
か
る

展
示
物
を
貼

っ
た
り
、

ま
た
『
ア
フ
ガ

ニ
ス

タ
ン
の
少
女
マ
ジ
ャ
ミ
ン
』
の
本
の
読
み

聞
か
せ
を
日
に
何
度
も
行

っ
た
り
し
ま
し

た
。

来
場
者
か
ら
は
、

「
心
が
洗
わ
れ
る
よ

う
な
気
分
に
な
り
、

日
頃
の
悩
み
が
小
さ

く
感
じ
ら
れ
た
」
と
か
、

「
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
与
世
の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
人
も
い
る
事
を
知

っ
た
」
と
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、△

，
回
の
震
災
を
一受
け
、急

き
ょ
「東
日

本
大
震
災
義
援
金
」
の
募
金
活
動
を
路
上
に
立

っ
て
行
っ

た
と
こ
ろ
、

４
万
１
７
７
３
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
む

な
お
、

当
会
に
も
１
万
２
５
０
０
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。

（寄
稿
・石
黒
晴
代
さ
ん
）

※
当

パ
ネ

ル
展
に

て
集
ま

っ
た

「東

日
本
大

震
災
義
援
金
」
に

つ
い
て
は
、

す

で
に
中
央
共
同
募
金
会

に
送
金
さ
せ

て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

長
倉
代
表
が
１９
年
前
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
訪
れ
て

い
る
今
村
学
園
高
槻
幼
稚
園
に
お
い
て
、

１１
月

３
日
に
行
わ
れ
る
「
ひ
な
ぎ
く
祭
」
で
、

毎
年
、

写

真
展
を
開
い
て
い
ま
す
。

園
児
達
は
準
備
の
時
に
次

々
と
や

っ
て
き
て
、

初
め
て
山
の
学
校
の
子
ど
も
達
と
出
会
い
ま
す
。

ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
を
地
球
儀
で
示
し
て
も
「
？
」

だ
け
ど
、

「
失

っ

て
る
～
１
」
と
、

写
真

の
笑
顔

を

見

て
自
分
も
嬉

し
く
な

っ
て
い

る
園
児
達
。生

盆
ろ

て
世
界
共
通
語

０
「
サ
フ
グ
ル
校
長
遺
児
育
英
基
金
」
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
は
す
で
に
別
便
で
お
礼
状
を
送
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
２
０
１
１
年
度
分
割
会
費
納
入
の
郵
便
振
替
用
紙
を

同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

納
入
済
金
額
は
封
筒
宛
名
ラ
ベ
ル
下
段
の
数
字
で
す
の

で
ご
確
認
の
う
え
、

指
定
期
日
ま
で
に
納
入
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

な
お
、

残
額
会
費
を

一
括
納
入
さ
れ
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。

●
住
所
変
更
の
場
合
は
お
手
数
で
す
が
事
務
局
に
ご
連

絡
を
ぜ
ひ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
不
要
切
手
皇
中き
損
じ
は
が
き
の
ご
提
供
、

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

△
「
回
も
会
報
発
送
料
の
半
分
は
ご
提

供
の
切
手
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
助
か

っ
て
い
ま

す
。

引
き
続
き
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
日
ご
ろ
の
ご
支
援
に
感
謝
を
込
め
て
ポ

ス
ト
カ
ー
ド

ー
枚
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

な
お
、ポ

ス
ト
カ
ー
ド
（第
２
集
～
第
６
集
）

は
ま
だ
在
庫
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
機
に
ぜ

ひ
ご
購
入
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

|

や
ね
ん
な
ぁ
。

当
日
は
、

卒

園
生
や
保
護
者
が
写
真

の

前
で
プ
テ
同
窓
会
。

そ
れ
ぞ

れ
の
心
に
長
倉
代
表

の
写

真
が
あ
り
、

み
ん
な
を
つ
な

い
で
い
ま
す
。

（大
阪
運

営
委
員
　
辻
内
奈
穂
美
）

「がんばれ !ニッポン」

このたびの束日本大震災で亡くな

られた方々のご冥福をお祈 り中し上

げます。さらに被災された皆様やそ
のご家族の方々に対 しまして、心よ

りお見舞い中し上げます。

地震の超きた3月11日、私は経営す

るカブールの日本食の「レス トラン弁当屋Jにいつものよ
うにやってくるや否や、お客様の一人に「今 日本は大変な
ことになっている。日本全体で地震が起きたJと告げ られ、

あわてて京都に住む妹に電話を入れたところ、関西工 i)

アは揺れたものの地震の被害はないと。早速テ レビの

BBC放送に目をやると津波で押し流される家屋の映像が……。
10年前の 9・11同時テロの映像を見た友人が映 lfiのシー

ンと問連えたという話がありますが、今1耳1の地震 もそれ

に劣らず。

そして起こった原発|』題。関束地方の友人たちは、放射

線がフ苫配で避Allし始めたとのこと。いったい日本はどうなっ

てしまうのか ?日 本にいない自分は、現状把握もままな

らず、かたずをのんでテレビに見入るだけで、何もできな
いのがとても歯がゆい。しかし、日本の大災害を知ったア

フガエスタンの人々か らは、暖かい励ましの言葉を頂き

ました。アフガニスタン政府もおよそ 8千 万円の義援金

を日本政府に送 り、戦後の混乱がいまだに続 くアフガニ

スタンの人々は、「日本は、損得勘定なしでアフガエスタン

に対して支援をしてくれている。今こそアフガニスタンは、

できる限 りの支援を日本に対 して行うべきだJと。街で私
を見かけた知 らない人からも、私が 日本人だと知るとお

見舞 いの言葉 をか

けて くれた。アフガ

ニ スタンにも良い

意味で人々の/lt活

に余裕ができた と

いうことだろうか。

私 も何かできる こ

とはないかと「レス

トラン弁当屋Jに募

金箱 を設置 した と

ころ、早速アフガニ

スタンの人々が募

金をしてくれた。カ

ブールか ら今後 の

被災地の復興 を祈

らずにはいられない。
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